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現代語ダケの諾用法について

f形容調＠形容動詞＋夕、ケj を中心

本稿では、現代語のダケが形容詞・形容動詞に接続する場合の用法について、詳細に記述分析する。

従来の fとりたてj 「限定Jr程度j という用語を避け、間ーの観点から、ダケの諸用法及びその成立

条件を明確にすることが臣的である。原因を表すとされる fだけに・だけあってJ、「早ければ早いだけJ

のような慣用的な表現を含め、 f形容諦÷接見辞j の r＜っ)Iまい十ダケj、「～にくい・やすい＋ダケj な

ど形式の特殊な用例も併せて、 f形容詞・形容動詞十ダケ」の馬法をダケに上接する語匂の意味特徴によ

って分類すると、ダケのよ接する（対象要素）が独立した個体なのか、確定できる数・量なのか、確定

できない数・量なのかによって、〈個体指定用法〉（範間指定用法〉（範臨提示用法）に分けることができ

る。このような観祭は、上接語句が名詩句・動詞句などの場合と並行的であり、また「形容詞・形容動

詞十ダ、ケj の用伊jの備りも矛盾なく説明できる。

0. はじめに

現代語のダケについては、主に高IJ助語、とりたて訴とするこつの立場から数多くの研究がな

されている。それぞれの立場において、ダケは程度と眼定に分けられ、また形式副調、形式名

詞、とりたて詞などに分類され、用法ごとに記述される場合が多い。しかし、各研究では、ダ

ケの分類方法や用語の使用などが異なり、統一的な見解は得られていない。このような現状に

対して、本稿はダケの上接語句における「（対象要素〉とく他の要素）との関係Jという新し

い観点を提案し、諸用法の分化条件について分析することによって、ダケの基本的な特徴を明

らかにしたい。研究対象として、新潮文麗の 100冊を中心としたテキストデータから、これま

での研究でほとんど詳細な記述がなされていない f形容詞・形容動詞十ダケj の実例を取り上

げ、文中の位置によって分類、分析する。

形容詞・形容動詞はともに事物の性鷺・状態・人の感靖等を表す。この二つの品開がダケに

上接する場合、それぞれ「つめたいだけ1「好きなだけJのように、接続の形式が異なるが、

本稿は、上接語句の意味特徴を中心に分析するものであるため、ここでは、形容詞と形容動詞

を併せて考察する。

形容詞・形容動詞がダケに上接する場合、ダケは基本的に上接語句の性費を限定する。例え

ば、 (1）のダケは「早いj という特徴を隈定し、地の「敢り柄」を排除する意味を表す。これ

に対して、（2）の f女子きなだけj のように、量・程度を表す場合もある。（2）の「好きなだけJ

は爵j詩句として f使うことができJを修飾し、主体の願望の抽象的な量を表している。 (1）と（2)

は上接語の意味特徴によって異なる用法を示すと考えられる。

(1) ｛早いだけ｝が取り柄、と返した。 （田辺聖子 f新源氏物語~ ) 

(2) ところが、今はなんでも好きなものを注文することができるし、お金も｛控室主主

け｝使うことができ、ケーキなども山ほど、なんでも好きなのを注文することがで

きたのである。 （トノレストイ『アンナ・カレーニナ』）
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よって、ダケの用法を

必要がある。本稿では、ダケの

ある閤じく集合〉の中に

の要素〉との関係j という

用法分化の条件について

る際に、文脈において上接詩句の意味特徴を具体的に分析する

をく対象要素〉とする。また、〈対象要素〉と同類で

る（他の要素〉の意味特徴も併せて考え、「〈対象要素〉と（他

から、「形容詞・形容動部十ダケj におけるダケの用法および

る。

1. ＜対象要素〉と〈他の要素〉との関係

具体的な考察に入る前に、 f とく他の要素〉との関係jについて簡単に説明する。

張（2010）では、（対象要素）（集合〉（飽の をそれぞれ以下のように定義してダケの諸用法

の分化について考察した。

ダケに上接するものには、「具体的な人・物・事j、fある動作・状態・性質j、「抽象的な

分・量j など、多様な意味を持つ語・匂がある。ここでは、ダケによって示されるこのよ

うな上接要素を一括してく対象要素〉と呼ぶ。ダケは〈対象要素〉を指定することによっ

て、〈対象要素）を含む〈集合〉も設定できる。本研究の〈集合〉とは、〈対象要素）と文

脈の意味や話者の共通知識などにより形成される前提の下で設定され、〈他の要素〉が含

まれるものである。

この定義をもとに、上接語句に註自しながらダケの用例を観察すると、ダケが上接するく対

象要素）に対して、どのような意味的役割を果たすのかは、（対象要素〉自体の意味特徴と、〈対

象要素〉と同じ（集合〉に所属している〈他の要素〉との関係によって決定づけられ分化する

と考えられる。本稿でもこの定義に従い、従来詳述されてこなかった、ダケが形容認、形容動

詞に下接する場合を考察し、この見方の妥当性を検証する。ダケの下接語の特徴も考慮に入れ

ながら詳細な分析を行う。

2. I形容詞十ダケj についての考察

ダケが形容詞・形容動詞に接続する場合、文中の位置によって、主に七つのパターンに分け

ることができる。また、原因を表すとされる「だけに・だけあってJ、「早ければ平いだけj の

ような慣用的な表現を含め、 f形容詞十接尾辞j の「（っ）ぽい＋ダケj、「～にくい・やすい・

づらい十ダケJなどの特殊な形式の用例も取り上げて分析する。

2.1 r形容詞十ダケ＋格助前j

100冊J と「小松コーパスj のテキストデータの実例の中には、 f形容誤ート搭

助詞十ダケj がない。一方、 f形容詞÷ダケ十格助詞j については、次のように、ガ格の用例

だけが見られるが、本犠の対象となる全 211例中 7例しかない。

。）（めはともに「取り柄Jに関する〈集合〉である。（3）はその（集合）の中に、「やすい、

おいししリなどのような〈地の要素〉も想、橡できる。〈対象要素）と〈他の要素）はともに性

を表すもので、単独の一個体として捉えられる。且つ、均質的に（集合〉の中に分和してい

この場台、〈対象事審うシ｛イ治め躍患うが〈範列的な関係〉と考えられる。格成分となる

では、ダケが基本的に

る用法となる。

の中で、 ((3）ならば f広しリ）という
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(3) ここは｛広心主立］がとりえの躍で、あたしはきらいでした。 由美子『聖少女~ ) 

(4) ［早いだけ｝が取り柄、と迭した。

(3)(4）のように、格助訴が下接するダケ句ではく対象要素〉と（他の 〉が〈範列的な撰

係〉であり、一定の対立性を持っている。よって、ダケが〈対象要素）を指定すると同時に、

〈他の要素〉に対して、排除する意味解釈も結果的に発生すると考える。これ辻いわゆる「と

りたてj と記述されるものである。しかし、本稿では、「とりたてj は結果的に発生し

で、ダケの本質的な機能ではないと考え、「とりたて用法j という言い方を避けたい。ダケに

上接するく対象要素）の意味特徴によって、ダケの用法を改めて分類すると、（3）のようなダケ

はく個体指定用法〉と位置づけられる。（4）も同様に説明できる。

2.2 I形容認÷ダケ十はj

f形容詞＋ダケ十は」の場合、次の 1例しかない。

(5）の「済むこと j に関するく集合〉の中には、 f苦ししリという（対象要素〉のほか、例え

ば「痛い、持い」などのく他の要素）も想定できる。〈対象要素）と（他の要素〉はともに感

覚を表すもので、単独の一個体として捉えられるため、〈範列的な関保〉であると考える。ダ

ケは〈対象要素〉の「身体の切ない、苦しいj を指定すると同時に、〈他の要素〉を排除する

意味解釈もできる。ここのダケも（個体指定用法〉である。

(5) 何の、｛身体の切なじふ去ムヒ怠ttlは、 が絶えればそれで済む。

（泉鏡花『歌行燈・高野聖~）

2.3 I形容認＋ダケ十で・ではJ

f形容詞十ダケ十で・ではj の例は多く見られ、本稿の対象となる全 211例の 28.0%を占め

る。この「（性質を表す）形容謂十ダケj iこ下接する「で」は手段を表す格助詞ではなく、「だj

の「てj 形と考えられるものである J0 

文脈から判断すると、（6）は「罷の中の状態j に関する（集合）である。〈対象要素）「暗しリ

のほかに、〈範ヂlj的な関係）を持つ「寒い・息苦ししリなど〈他の要素〉も想定できる。〈対象

と（｛患の要素〉が一つの状態を表し、単独の一個体として捉えられる。よって、ここの

ダケは（個体指定用法〉と考えられる。ダケは（対象要素〉を指定すると同時に、「寒い・息

苦しいj などの（他の要素〉を排除する意味も表す20 

(6) ｛暗いだけ］で、何も出なかったわ。 (KS0570) 

一方、（7)(8）のようなやや特殊な例もある。形容詞の前に高IJ詞が上接する場合である。（7）の

〈対象要素〉である「中途半端に養しいj と〈他の要素〉である「徹底的に貧しゅう j などは

単純に（集合〉に分布している任意の要素ではなく、軽度の差がある。つまり、 しゅう j

に関するレベルに、異なった幾つかの段階があり、 しゅう j という尺度において、一定の

l奥津(1986b）では、「だけで」の fでJを「だj の fてJ形とされる fでj と手段を表す格助詞に分類す
る。「だけでj はそれぞれ f他者不要j と「他者否定j を表すとされる。
2また、「形容詞＋ダケ十ではJのような備もある。基本的に f形容詞十ダケ十でj と同様に考えられる。
ダケは（対象要素）を指定するく僧体指定用法）である。
伊j：・たしかに物質文暁はすばらしいが、それもここまで来ると、 iすばらししこ足立］では演まされない

のではあるまし、か一ーと。 （飯田経夫『「ゆとり j とは何か~ ) 



4 人文科学研究第40号

)I顎序づけられた楼数の要素が存症する。この場合、〈対象要素〉と〈抱の要素〉は（序列的な

欝係〉と考えられる。ダケは「中途半端に貧しいJまでを限定し、〈対象要素〉の範閤を指定

する〈範閤指定用法〉と考える。

(7) 一生人間として生きのびても、死ぬまでに結局わずかしか人間的喜びを得られないと

いうことをさとった連中や一一きみらは、｛史塗主撮ι輩ム心主j之｝で徹底的に貧し

ゅうないから、そんな連中のこと考えへんかったやろj私は冷たく言った。（KSOOl8) 

(8）は（7）と同様に考えられる。（対象要素〉「少々カッコいいj と〈能の要素＞ rとても（カッ

コいい） Jとの問にも程度の差があり、「カッコいしリという尺度において、 f少々カッコいいj

と「とてもカッコし＼l; ¥ Jの順位がづけられている。よって、（8）の〈対象要素〉と（他の

も（序列的な関保〉で、このダケはく範屈指定期法〉とする。

(8) ただ、デザインが｛金三友之三上こど主丘｝で、とてもじゃないが、おとなが、しかっ

めらしくとり手丑めるものじゃない。 (KS1540) 

2.4 r形容誠一トダケ十です・である・だj

次に、「形容認＋ダケ＋です・である・だJについて分析する。「形容詞十ダケートです・であ

る・だj の例は一番多く見られ、本稿の対象となる全 211例の 30.3拡を占める 30 

(9)(10）のダケはそれぞれ〈対象要素）「むずかしいJ「めんどうくさしリを指定し、「これ以

外にないJ という意味を表す。〈対象要素〉と（他の要素）はともに性質を表すもので、単独

の一個体として捉えられるく範列的な関係〉である。ここのダケは（個体指定用法〉と考えら

れる。

(9) きちんと たてて思いだすことが｛註主主斗ムミ主立〕である。

昂次部『睡眠の不

(10) というのは、たとえば、省エネがあの菌でできるか。しかし、だれもそんなことは

考えない。｛金ムζええ主主ミ怠ttlです。エネノレ

いでしょうか。

は、世界一多いんじゃな

(KS0940) 

更に、（11）のように、比較文にも用いることがある。ダケは「パターンの特徴jに関するく集

合〉の中に、「援躍が常人より異様に大きいj という〈対象要素〉を指定し、 fまがりくねった

不規尉な波数j などのく飽の要素〉を排除する。〈対象要素〉と（他の要素〉は単独の一個体

として捉えられる要素で、 (11）のダケも〈個体指定用法〉である。

(11) 「そう－－ 8波のような、まがりくねった不規尉な波数でなく、パターンは、あく

まで α波であって、ただ、［振幅が常人より異様に大きいだけ｝だ。その上……時

おり蘇波がはいる……J （五S0662)

2.s r形容詞÷ダケ十に・あってj

十ダケートで・ではj と f形容詞ートダケ十です・である・だJのほかに、「形容詞十

に辻、 fです・である・だj のほかに、「さ・ゃな・なのである・ φj の例も含めた。
掲：・揮って来たのが U.れしいだけ］さ。（ヘノレマン・ヘツセ f車輸の下』）

・でもこれは三つ重なってないなア、単に｛良心主立1ゃな。 (KS0212) 
’このことからわかるように、ライオンに自をつけられたシマウマは単に［運が悪いだけ｝なのであ

る。 （中原英臣・佐JiI峻『進牝論が変わる』）
・ただ、あんたのほうがい、さいだけl （カポーティ『テイブアニーで朝食をお



現代語ダケの諮問法について 5 

ダケ十に・あってJの例も比較的多い。全 211例中 30例あり、 14.2%を占める。

(12）は主匂の事柄「その感動も新鮮なのにちがいないJを成立する条件として、一番ふさわ

しい理由は「めずらししリであるという意味を表す。「だけに」は前件と後件の閤果関係を表

すほかに、「それ以外の理由も存在するが、これが一番相応する理由であるJの意味も

る点が重要で、ある。 r＜対象要素〉と〈他の要素〉との関係Jから説明すると、後件の成立する

条件という〈集合〉の中に、ほかの条件も存在するが、ダケは最適な条件としての

を指定する。〈対象要素〉と〈他の要素〉はともに後件の成立を満足している条件の一つであ

る。このような条件も単独の一億体として提えられるため、このダケも〈個体指定用法〉と考

えられる。（13）も同様に説明できる。

(12) この宗容が［生主主ムヒ主立ι｝、その感動も新鮮なのにちがいない。

（司馬遼太郎『国盗り

(13) より重いなら｛三之主主昆心主位＿＆＿］やや安全だろう。

（藤原正彦『若き アメリカ~）

また、「形容詞十だけに」の例が多いのに対して、「だけあってj の併は次の l例しかない。

「だけあってJは「だけにj とほとんど置き換えられるが、後件が否定的な評価である

には、「だけあってJは使えない。（前回 2009)

(14) なるほど｛主三ム直どだけあって｝、そこここの がよくみえた。

（司馬遼太郎『国盗り物語~ ) 

fだけj は「モノ・ヒト・コト J、具体的な動作など任意の〈対象要素）を指定することが

あるが、これに対し、「だけにJの場合、前件は後件の条件を満起しなければならないので、（対

はある属性、性質、状態性を表すものとなる。形容訴はそれ自体、性質を示す品調で

あるために、「形容詞十ダケ十に」の例も数多く見られると考えられる。

なお、「だけに・だけあってj は現代詩において一語化し、接続助詞として京国を表すとさ

れ、高lj助詞・とりたて助詞としてのダケと区別する先行論が数多く見られるが、三枝(1991）で

は、 fだけJ4と「にJ5の本来の意味も色濃く残していると述べ、「場面の限定性Jという観点

から「だけにj を次のように分析する。

話し手が「だけにJを使ってひとつの場面状況を取り立てるということは、逆に言えば P

という場面状況があるから Qという状況判断が成り立つということで、そのため荷件に因

由性の関保が認められることが多い。ただ？と Qの結びつきは、因果欝係ほどはっきりし

たものではなく、話し手は Qという判断の根拠として Pをあげるといった気持が強いと考

えられる。（中路） fだけにj は、主文の成立する状況場面の内からもっともふさわしいと

忠われるものを取り上げるという関係である。その関係は実際には因果関係であることが

多いが、話し手は、できるだけ主観をさけて、また、それが唯一の理由ではないという

みも持たせて事実に対する判断を提示しようとするときに用いる。

4 fだけにj におけるダケの fとりたてJについて、三枝（1991）では、次のように説明した。
f高いだけにおいしい。Jという文を考えた場合、おいしいという感靖が生起する場合状況はいろ

いろ考えられる。 fあなたが作ってくれた、肉が菌産品である、みんながおいしいと言っているJ
など。このいろいろな場面の可能性の中から一つの？を、 Qという判断もしくは状況の成立に特
に関係あるものとして取り立てる、これが「だけにJの基本的な働きであろう。

5 三枝（1991）では、山口（1980）の fIこJの分類（「場菌性j f累加性Jr機縁性j f因由性Jf対立性J「仮定
性j 「志向性J）に従い、 fだけにJの fiこj の基本的な意味を f場面性」と考える。
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「だけにj の基本的な働きについて、三枝(1991）の「場面状況を取り立てる j という角度から

の説明は説得的といえるだろう。本稿の「〈対象要素）と（他の要素〉との関係j という

から、「だけにj を含めたダケの諸用法を説明する立場も基本的に三枝（1991）と矛盾しない。

2.6「形容詞十ダケ十の十名詞j

次に、「形容詞十ダケJが名詞を修飾する を見る。この場合、後ろの名詞との意味関係

が重要である。「形容詞÷ダケ＋の＋名詞j は全 211例中 26例である。

(15)(16）の「暑いだけj 「焼けばいいだけj は、それぞれ「夏j 「パン生地j を修飾する。

し、j f続けばいしリが名詞「夏J「パン生地j の性質を説明するものなので、「形容器＋ダケj

は名詞の量をはかるものではない。

(15）の「どのような夏かJを示す震性の〈集合）の中に、（対象要素）の「暑いJと（範列的

な関係）を持っている「雨が多い、天気がいい」などの（他の要素〉も存在する。 f暑い、雨

が多い、天気がいいJなどが単独のー状態（僧体）と考えられるため、ダケはく対象要素〉を指

定する（傭体指定用法〉である。

(15) 私はソファに集り、リングの向こうの窓の外をぼんやり眺めていた。不意に眼の前

を赤い電車がよぎり、一瞬にして通り過ぎると、そこには一年前と陪じただ｛受じ

の夏の午後があった。 （沢木耕太郎『一瞬の夏』）

(16）も碍様に考えられる。 (16）のダケは条件表現を含む形容詞匂の「競けばいいj に下接し、

fどのようなパン生地かj を示す属性の（集合〉の中で、〈対象要素〉の「続けばし＼lt ¥ Jのみ

を指定する。〈対象要素〉と〈｛患の要素）が（範列的な関係〉であるので、〈能の要素〉に対す

る排除の解釈もできる。 (16）のダケも〈個体指定用法〉といえる。

(16) 売場の横には、ガラスでかこわれた一瞬があって、｛焼けばいい主立｝のパン生地を

秤売りしている。 (KS0471) 

一方、次の fほしいだけj は以上の例と異なる。「ほししリは感博を表す形容詞で、名詞の

量を匝接限定することができないが、 (17)(18）のように「ほしいだけのお金j 「ほしいだけの人

といった用例は見られる。（17)(18）の「ほしいだけ」はともに名詞「金j f人数」の量をは

かるものである。それぞれ「欲しい分の金j f欲しい分の人数j の意味を表す。

(17) 万一彼が金を使いたいといえば、院代勝俣秀吉が、たとえ新しい措入金のことでむ

ずかしい顔をしていたその瞬間に於てもほとんど相好を崩して、すぐさま｛慾ふと

主立｝の金を会計に命じてくれたか （北杜夫『検家の人びと』）

(18) ｛慾しいだけ｝の人数を申されよ。将の名を名ざしされよ。

（蒔馬遼太郎『国盗り物語』）

が量を表す時、単独の一個体として提えられないため、ダケはある範囲を示す。

しかし、（17)(18）の「欲しい分j は発話者の把握できない最である。この場合、（対象要素〉と

（｛患の要素〉はともに量を表すもので、その範閤は相対的・不定的である60

6 (17)(18）は fiましいJの主体が開き手であるために「発話者に把握できなしリ用例である。一方「（私
がHましいだけの定義をもらったjの場合、 fほしいだけjは発話者が把握・確定できる量であり、（範
留指定用法〉といえる。「ほしいだけJの用法は、上接語によって絶対的に決まるのではなく、主体
や文脈上設定可能な〈他の要素）などの条件によって相対的に決まるものである。
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よって、 (17)(18）の「ほしいJは確定できない数・量であるため、（対象要素〉と〈他の

との境界線も不定的である。つまり、（対象要素）と〈他の要素）は（不定的な関係〉である。

〈不定的な関係〉の場合、ダケは（対象要素〉の範囲をはっきりと指定することができないた

め、本稿はこのようなダケを〈範関設示用法〉とする。これはいわゆる「程度用法j と記述さ

れるものである。 7

2.7「形容調十ダケ十動詞（句〉・述語j

「形容詞十ダケ十動詞（匂）・述語j の例は全 211例中 9容iJしかない。

次のように、ミ三種類に分けられる。一つは f形容詞十ダケj が副詞勾として、動認の f最・

を修飾するものである。この場合、ダケの省略はできない。奥津（1986）では、このよう

なダケを形式爵j認と呼ぶ。

(19）の「ほしいだけJは副調句として fあげるJの「量Jを諺鈍する。

ともに量を表すが、（対象要素〉の「ほしい量Jは「確定できない

ある。即ち（他の要素）との関係も不定的である。ダケは「確定できない

本稿ではく範鴎提ポ舟法〉と考える。

〈他の要

なので、不定的で

をはかる

(19) ああ、いいよ。血止めでも血でも、｛ほしいだけ｝あげるよ。（三滞哲郎『忍ぶJll~ ) 

一方、（20）の「途中の着陸地がすくないだけj は副詞句として「まだましでj を修鈍するも

のではない。このダケは、 r::1ヒ梅まわりの属性j についての〈集合〉の中で、「途中の着陸地が

すくなしV という（対象要素〉を指定し、（個体指定用法〉である。 2.3・2.5節で述べた「だけ

にj 「だけで」と問様、主節述語の原因・理由を示していると

(20) それでも、この「北極まわり Jは、［途中の着陸地が土ーくないだけ｝まだましで、こ

れが、「痛まわり Jコースをとると、えらい事になる。 (KS 1585) 

また、（21）の「はやければはやいだけj は慣用的な用法とされる場合が多いが、ここでも、

同様に r＜対象要素〉と（｛患の要素〉との関係」という観点から分析する。「はやければはやい

だけj は「はやければはやいほどJとも置き換えられるように、述諾事態の程度を表す。ダケ

は基本的に「進歩のスピードJの稜度をはかる。しかし、 fはやさ j は確定できない抽象的な

量であるため、ダケはこの〈対象要素〉の範囲を指定することができず、〈範囲提示用法〉と

位置づけられる。

(21) しかし、技術や機械の進歩のスピードが、｛控全長義援益企心主立｝、それを人間が、

どうやってつかいこなすか、新しい技術をつかって、どうやって人間の「理想Jを

実現して行くか、ということについての、よりたくましい「構想力jが必要にたっ

てきます。 (KSl 107) 

7 また、次例 fこの女がほしいだけだJのダケは（個体指定用法）と考えられる。この場合、「ほしいj

対象が明示されており、ダケは「はじめからの希望j という〈集合〉の中で、 fこの女がほししリのみを
指定し、 f他の希望がないJということを表す。
（例）・はじめからただ｛この女がほしいだけ］だ、それを例によって遠溜りしていたのだと、島村はは

っきり知ると、告分が厳になる一方女がよけい美しく克えて来た。杉林の陰で彼を呼んでからの
女は、なにかすっと抜けたように涼しい姿だった。 (J 11端康成『雪国』）

s三枝(1991）では、 f従属文，主文とも形容詞の場合には、「だけにj と fだけJがかなり意味的に近く感
じられると述ベーている。例：（a）高いだけ、おいしい。

(b）高いだけに、おいしい。 （三枝 1991: p.58) 
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2.8 その他

ほかに、次のような「形容語十ダケ十かもしれないj 「形響調十ダケ十やJI形容詞十ダケ十

なのにJ「形容詞ートダケ＋になったJ といった例もある。

(22) 一一まあ待ちたまえ一ーなにもかも繊細で、類廃的で、メラン口リックな終末の空

気を吸って育った君たちには、そう感じられないかも知れない。君たちには、“力”

はもう｛長主主わしいだけ｝かも知れない。 (KS1074) 

(22）のダケは「“力”に対して推測するJ＜集合〉の中に、 fわずらわしいj という

を指定し、「ほかの可能性j を排i珠する。同様に、 (23）～（26）の「うす赤いJ「うれしかったJ

をうければよいJr逃げ足が遅しリも独立した一個体としてく他の要素〉との対立のも

と捉えられるため、これらのダケも「個体指定用法j と考えられる。

(23) それに髪の毛が赤いといっても、［2-::t恋心主立｝や黒ずんだのではだめで、ほんと

うに火のような、終えるように赤いのでなければ資搭がないとかいいます。

（コナン・ドイル『シャーロック・ホームズの冒険~ ) 

(24) 吉J11 の手紙を見て、ほんとうは［~なヱ主主位｝なのに、いかにも古川の父の

死を悲しんで、古川！のことを思いやっているような自分の手紙に、信夫は心がとが

めた。 （三浦綾子『塩狩峠』）

(25) 第二号艦はほとんど完全な機能をそなえ、後は i呉海軍工織の皇む珪£之之忠之最象

役生よ立平受玄室立色iまよいだけ｝になった。 （吉村昭『戦艦武蔵』）

(26) ［逃げ足が迷いだけ｝ならまだしも、僅かな紙の重みの下で、あたかも梁に押えら

れたように、仰向けになったりして藻掻かなければならないのだった。

（梶井基次郎

また、 f形容認十ダケj が fでもJに上接する場合もある。（27）の「三十六万トンの原油に、

魚震をくったら、想像できないことになる j という文脈からわかるように、「君撃があること j

は（集合＞ r戦争にあること j の中の任意の一要素ではなく、最悪の状況である。よって、

がないだけでも j の「でもj は最低鰻を表す。つまり、「よい状況j と「惑い状況J という

において、幾つかの要素が並んでいる。この場合、集合内の要素は富由に分布するのでは

なく、（対象要素〉と〈｛患の要素〉が一定の）I撰序づけられた、（序列的な関係〉と考えられる。

ダケは「雷撃がないこと jという最低設の範臨までを指定するく範囲指定用法）と考えられる。

(27) ふつうの でもまだいいーーと駆逐鑑のりだっ

ほどのひろさのある甲板を見つめなが

ら思った。三十六万トンの掠油に、魚曹をくったら、いったいどんな事になるか？

(KS0762) 

以上では、「形容詞十ダケjを下接する要素鵠に、すなわち文中での位置によって考察した。

次に、 f～にくい・やすい十ダケj f～（っ〉ぽい十ダケJを特殊な形式の用例として取上げて、

る。基本的に「形容認十ダケj の場合と間様の傾向である。

「～にくい・やすい・づらいJは動詞に接続し、動作の難易度といった性質を表すものであ

る。形容認と一緒に分析する。（28）～（30）のように、「憶えやすいj f構え出しにくいj f読みづ

している。ダケは上接する述部の全体に関わると考え

られる。 る。

(28)(29）のダケはともに否定の文脈にあるが、それぞれ「協えやすいj 出しにくいj
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という を指定し、これだけではなく、例えば、 上の出来事の を 、ぇ

たりすることが少なくなりますj 「なにを

〈他の要素）とを対比させる文脈である。

るかの選択も不適切になってしまいますj の

と（｛患の嬰素）は一つの独立した個

として捉えられるため、このダケは〈｛間体指定期法）と考えられる。（30）の「読みづらいだけj

も同様に説明できる。ダケは「勤前十にくい・やすい・づらしリ匂の全体に関係する。

(28) そうすれば、｛援会丘土どKit］ではなく歴史上の出来事の！順番を間違えたりするこ

とが少なくなります。 （千葉康貝lj w記穣の大脳生理学~ ) 

(29) つながりがないと舘々の記態も閤難だし、｛撞じ忠ムiこくいだけ｝ではなく、なにを

るかの選択も不適切になってしまいます。（千葉藤長IJ W記壊の大勝生理学』）

(30) ｛護金三主心主立｝でなく、読むリズムが平板になります。

田宏『エッセーの書き

次に、「（っ）ぽい十ダケj の例を分析する。「（っ）ばい」は接尾辞で、名詞に接続すると、形

容詞化する性繋を持っているので、ここでも、形容詞とともに観察する。

(31）の「子供つぽし＼jは f子供のような性格jという意味で、程度・最を表すものではない。

(31）の「子供っぽいだけが取り柄Jは、「取り柄j の（集合〉の中に、ダケが「子供っぽしリと

いう〈対象要素〉を指定し、 fおとなしい、やさしいj などのく他の要素〉を排除する。（対象

要素）と〈他の要素〉は単独の一個体として捉えられるため、ダケは（個体指定用法〉である。

(31) 「ナポレオン・ソロ Jにいたっては、［壬供っぽい亙立］がとり栴で一一時々部分的

におもしろいアイデアはありますが…ーふざけ方の徹悲している点、 rooHJの

方がまだしもです。 (KS0226) 

3. 形容動詞

「形容動詞＋ダケjの場合は、基本的に形容詞と同様に説明することができる。しかし、「形

容動詞十ダケJの特徴として、「必要なだけJr好きなだけj のような抽象的な量を表す例が多

いことが指摘できる。

3.1 r形容動詞十ダケ十格助調j

「形容動詞十ダケ＋格助詞jの例には、次のように、ヲ格、ガ格しかない。全 146例中 4伊jで

ある。

(32）の「必要なだけj は「作るJの目的語で、 f必要な分j を表すものである。

「必要な分」は抽象的な量だ、範闘の確定できないものである。この場合、ダケが（範盟提示

用法）と考えるのは一般的である。

(32) そしてその中で、ますま された工程技術革新の重視は、必要なぞノを必要な

時に｛坐裏主主ttJ作るという、フレキシブノレな生産システムの構築に結び、ついて

いくことになる。 （下JII 浩－ w 日本の企業発展史~）

しかし、（32）のような特別な文脈において、次の分析もなりたちうる。（32）の「必要なモノ

を必要な時に必要なだけ作る j では、「必要」が三回繰り迭された結果、 f不必要に作らないj

という意味も表す。よって、（対象要素〉は「必要な分J、〈地の要素〉は「不必要な分Jにな

る。（32）のように、集合の中に〈対象要素〉と（他の要素〉の二つの要素しかなく、旦つ強い

対比性を持っている場合、〈対象要素〉とく他の要素〉はく対立的な関係〉であると考える。〈対



10 人文科学研究第40号

と〈他の要素）が対立的であり、独立した二つの個体として捉えられるため、ダケは

く個体指定用法〉と考えられる。この場合、ダケは（対象要素〉を指定すると同時に、（対象

と強い対比性を持つ（他の要素）を排験するという意味も結果的に発生しやすい。

（対立的な関係〉は〈範列的な関係〉の一種の特別な関係として理解できるが、ただし、〈集

合）の中に、二要素しかないという関係は述部や文脈に非常に深くかかわっている。二要素の

強い対比性がなりたちうるかどうかも、文献によって決まるといえる。

一方、（33)(34）のダケは「取柄Jという（集合）の中に、それぞれ（対象要素〉の fおとな

しいのと無口な（性格） Jと「丈夫な（こと） Jを指定する。「取り柄j の〈集合〉の中に、（他の

要素）も存在するが、ダケは（砲の要素〉を排除する。「形容詞十ダケJと同様に把握できる。

ダケは（錦体指定用法〉である。

(33) 梶鮎太は、戦争中に遅い結婚をして、［42となししこ企よ盤立主主立］が取柄の平凡な

と二人の幼児を持っていた。 （井上靖『あすなろ物語』）

(34) ［茎去主主立｝が取り柄だって、二人でよく笑った。 (KS 1550) 

3.2 r形容動諒＋ダケ＋はj

「形容動詞十ダケ十はJの場合、次の l例しかない。

(35）の文脈によると、「十分なだけj は「紙幣と豚肉と馬鈴薯Jの最を指すものと分かるが、

確定できない数量なので、（対象要素〉の範臨も不定的である。ダケは確定できない最をはか

つており（範囲提示用法〉と考えられる。

(35) 「これを取っていただきてえんでさ、それと一一J彼は隊肉と篤鈴撃を指さした。

（中路）「あそこまで行くに｛土金主主立］はあるだよJと父親が言った。

（スタインベック『怒りの葡萄』）

3.3 r形容動諦＋ダケ十でj

この「でj も「だj の「てJ形と考えられるものである九（36）のダケは f心がきれヤリとい

う「性質j を指定し、 f特殊な才能Jなどの（他の要素〉と対比させ、「特殊な才能がないj の

ように、（｛患の要素〉を排除する。（36）のダケも（個体指定用法〉と考えられる。

(36) [ii、がきれいなだけ｝で、特殊な才能がなけりゃ、はたらきづめにはたらいたとこ

ろで、日に十五コベイカもかせげませんよ！ （ドストエアスキー『罪と誤』）

(37）のダケはく対象要素〉の f例の石舞台が若干不思議j という特徴を指定し、「珍しい古墳

ではないJのように、〈他の要素〉を排除する。（37）のダケも〈倍体指定用法）と考えられる。

(37) 調査の結果は、［例の者舞台主蓑王王監護主主立｝で、さまで珍しくない古墳のー

つである、という結論が出ただけだった。 (KS0579) 

また、「形容動詞十ダケj の多くを占める「必要なだけJは、量を表す場合と 3.1で見た（32)

のように f必要な分Jと「不必要な分j を対比させる場合もあるが、（38）の「運動が必要なだ

けでJは、話者の f運動j についての意見という（集合〉の中で、 f必要j という

を指定する。〈範明！的な関係）を持っているく他の嬰素〉は問題にせず、「他意はありませんj

と続けている。この場合のダケは（鏑体指定用法〉と考えられる。

9 形容認の場合、 fダケ十でj fダケ十だjの例は一番多いが、形容動詞の場合、「ダケート述語J「ダケ十
の十名詞Jが一番多く見られる。「形容動詞十ダケ十でj は全 146中 19伊lである。
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(38) すみません、あなたを怒らせるのがわたしはいちばん恐いんですよ、わたしにはた

だ｛運動が必裏怠主立］で、日IJ に能意はありません。（ドストエアスキ~w罪と蓄rd)

なだけJであっても、異なる文脈においては解釈も、ダケの用法も異

なることがわかる。ダケに下接する成分によって文中での位置も克なければならない。

3.4 r形容動諦十ダケ十の十名読j

「形容動詞ートダケ十の十名詞Jの例は「形容詞ートダケ十のート名詞jより多く見られる。全 146

例の 21.9%を占める。（39)r子供っぽい、無邪気なだけJ(40）「言葉の表面と論理的なだけj

はそれぞれ名詞の f少女j 「理解j を諺飾する。ダケは「少女j f理解Jの程度・量をはかるも

のではなく、 fどのような少女かJrどのような理解かj を示す属性の〈集合〉の中で、

を指定し、（他の要素〉を排除するく儲体指定用法〉と考えられる。

(39) 女子大学の入学試験には僕が附き添って行ったものだが、その墳から、今迄のただ

［子供っぽい、無邪気なだけ］の少女に、女性としての自我が次第に話覚めて来た。

（議永武彦『草の花~ ) 

(40) ただ｛言葉の表面と論理的なだけ｝の理解が、おそらくは誤解の上 を議ねて

いくだけに終わる危険があるのに対し、

とである。

に近よりうるという利点があるこ

国雄次『日本人の意識構造~）

次に、この類型 に見られる「好きなだけj 「充分なだ、けj f必要なだけj の例を見て

いく。（41）の「権謀術数が好きなだけJは「人物j を修飾する。ダケは「どのような人物j と

いう〈集合〉の中で、「権謀術数が好きJという要素を指定し、〈他の要素〉を排除する（個体

指定用法）である。

(41) 「エドについては、すご腕の大もの政治家という神話ばかりが、 H宣伝されすぎたき

らいがあるが、本当の彼は、［援護飯数変反主主主立｝の人物じゃない。 (KS0009) 

これに対して、（42）の「好きなだけj は f原稿枚数j を修飾し、「原稿枚数j の量を表すもの

である。 f好きな最・程度Jが把握できないものであるため、ダケは「好きな量・程度j の範

囲を示すく範囲提恭用法〉である。また、（43)(44）の「充分なだけJと「必要なだけj はそれ

ぞれ f広さと長さ Jr金j の量を表す。「充分な量j 「必要な最Jも確定できないものであるた

め、このダケは（42）と同様に、（範閤提示用法）と考えられる。

(42) 好きなテーマについて、好きなだけ取材をし、｛設主主主立｝の原稿枚数を書く、

ということを許してくれていた。 （沢木耕太郎『一瞬の夏~ ) 

(43) 運搬車は大柄な男を載せるのに｛充分なだけ｝の広さと長さをそなえていた。

（大江健三郎『死者の者り・飼

(44) ［必裏主主立｝の金がなかったので、ジャンヌに言った。（モーパッサン『女の一生』）

3.5 r形替動諦＋ダケ十・です・である・だj

「形容動誤＋ダケ＋です・である・だ」の場合も形容詞と問機に考えられる 100 

10 rだけよ・だけなのよ・だけなんだj の例も含める。全 146{Jij中 18例ある。
伊j：・ただ、｛コーデジアの；まうがもっと好きなだけ｝よ。 （モンゴメジ『赤毛のアン』）

－でもそれは愛情じゃなくって、｛功利的なだけ｝なのよ。 （北杜夫『檎家の人びとn
・だから男を大勢集めて、［無邪気に、賑やかに、馬鹿ッ騒ぎをするのが好きなだけ｝なんだ。

（谷崎潤一郎『痴人の愛~ ) 
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(45)(46）のように、「ダケだj はそれぞれ f非現実的J「お互い面倒j を指定し、「｛患にはないj

という意味を表す。〈対象要素〉と（飽の要素〉が、一つの性質で、単独の一個体として捉え

られ、（範列的な関係〉であるため、ダケは〈｛間体指定用法〉である。

(45) ただ｛装裏表投ゑ怠.tt.lだ、った。 （飯田経夫『「ゆとり j とは何か』）

(46) それにそんなことしたって伺の役にも立たない。｛長五ど麗組主主立｝だ。

（村上春樹 f世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』）

3.6 r形容動調＋ダケ十動詞匂j

形容動詞の場合、「形容動詞十ダケ十動詞匂Jの例が一番多く見られ、全 146例の 31.5%を

占める。「好きなだけj は慣用的な用法ともされるが、動詞匂を修飾する場合、次の（47)(48）の

ように、「好きなように、ここにおりますわjf好きなように、ぼくを軽蔑してくれていいから j

の意を表す。文脈によって f女子きな」は抽象的・相対的な量・態度を表すもので、且っこの量・

程度は確定できない。従って、このようなダケはともに「範菌提示用法Jである。

(47) わたくしちょっと鑓いものを持って参りまして、いつまでも［お好きなだけ｝ここ

におりますわ。 （エミリー・ブロンテ『嵐が正』）

(48) ［野きなだけ｝ぼくを軽蔑してくれていいから。 （エミリー・ブロンテ『嵐が丘れ

また、（49）の「十分なだけJは副詞匂として、「自分の時間をもつことができるj を修飾し、

動詞匂の稜度を表す。ダケは「十分な量jをはかつて、同様に（範関提示用法〉と考えられる。

(49) 私は『馬とその見分け方』という本に輿味を感じているふうを装っていたおかげで、

ホリーの友人たちの品定めをするに［土金主主立｝自分の時間を持つことができた。

（カポーチィ『チィアアニーで朝食を~ ) 

3.7 その他

以上のほか、ダケの後ろに fならj fかというと J「かもしれなしリが下接する例もある。

(50) i懇意味なだけ］ならまだいいが、危険で、もある。（飯田経夫下ゆとり jとは何か』）

(51) でも、ニュートンは［~友主主立］かというと、そうじゃないだろう（笑）。 (KSOl 95) 

(52) それとも単に鳥たちは［思主主i丘公i妊之ゑ主立］かもしれない。

（村上春樹『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド~）

(50）～（52）のダケはそれぞれ f無意味j「パカJ「好き」を指定し、（他の要素）を排除するく傭

法〉である。

また、 の場合も、原国 「だけにj に る静j く見られるが、形容諦

と問機に説明できるため、ここでは省略する。次の（53）の涼盟をポさない「だけにj を分析す

る。（53）の「必要なだけにj は f制限してしまったj を修飾し、副詩的な成分である。ダケは

きない量をはかつて、（範囲提示用法〉である。

(53) 彼は残忍なほどに若手奮な本性を現わして、けっして心づけなど与えたことはなく、

も厳密に［必要なだけ｝に制限してしまった。 （モーパッサン『女の一生』）

に、接続方法において、次のような特殊な例もある。（54）の f閉じj iまダケに上接する場

、「閉じなだけj ではなく、「詞じだけj となる。ダケの用法を分析すると、（54) r前と関じ

j が確定できる数・議なので、（対象要素〉とく他の要議〉の境界線も把握でき、

はく組の要素〉に含まれることがわかる。この場合、（対象要素〉と（他の要議〉は〈旬

的な関採〉になる。このダケは確定できる数・
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(54) 給料も i艶よ毘♀!{J之］くれるというし、手に職がつけば、いつか独立できるしね。

その方が、こいつのためにもいいしね。 （沢木耕太郎F一瞬の夏山

(55）の「わずか」も形容動語であるが、部詩的に用いられるため、 fわずかだけj となると考

えられる。（55）のダケは確定できない「わずかJの量をはかるので、（範閤提示用法〉とする。

(55) ｛主主主ミ足立｝顔を出した欧洲、かなち長いことつきあっていたがもともと濯の飲

めぬ院代や医馬の監部たちも去り、ついには七、八人の看護人と薬局の者が残るば

かりになった。 （北杜夫『撒家の人びとれ

議． おわりに

では、「形容詞・形窓動調＋ダケJにおけるダケの諾用法について詳細な考察を行った。

従来の「とりたてj 「限定j 「程度j などの用語をあえて使わず、ダケの上接語句の意味特徴

によって、用法を改めて分類した。まず、（対象要素〉と（他の要素）との関係はく範列的な

関係）〈対立的な関係〉〈序列的な擦係〉〈包合的な関係〉〈不定的な関係〉の五種類に分けられ

る。この五つの関係はダケの上接する（対象要素〉が単独の一個体なのか、確定できる

なのか、確定できない数・量なのかの判断の基準となる。この基準によると、「形容詞・形容

動詞十ダケj の場合、ダケには事物の性質・状態、人の感情等、単独の一｛固体として捉えられ

る〈対象要素）を指定する（健体指定用法〉、「前と同じだけj のような確定できる数・最をは

かる〈範囲指定用法）と、「ほしいだけj 「必要なだけJrすきなだけj などのような「把握で

きない量・程度Jの範闘を示す〈範国提示用法〉がある。この結果は、張。010）で行った、上

接語句が名詞・動詞などの場合とも並行的である。このように、

開ーの観点からダケを分析し、単純化を試みたものである。

はダケの諸用法について

また、形容詞ダケ匂と形容動詞ダケ句の其々の特徴について、以下のようにまとめられる。

f形容詞＋ダケ」の上接語匂としての形容詞は性繋を示すものであり、単独の一個体として

他と範列的に捉えられる性質を指定するく個体指定用法）が多い。（僧体指定用法）は特に文

中での位置に制限されないが、「形容詞ートダケ＋で・ではj と「形容認十ダケ十である・です・

だj の伊jが最も多くを占めている。また、この（傭体指定用法〉では、原因・理由を表すとさ

れる「だけにJの例も多くみられる。主文述語は状態性述語に錨る。 fだけにJのような「形

十ダケj句が連用修飾句として用いられる場合、指定された「性質j が、主節の判断に結

びつけられ原因理由の解釈が成り立っと考えられる。このような原因理由の解釈の用例が「形

容詞ートダケ」匂に多いという事実は、形容詞それ自体、性質を示す品詞であることと関わって

いると考えられる。一方、〈範囲指定用法〉とく範関提示用法）の例はほとんど f形容詞十ダ

ケ十の＋名訴j と「形容詞十ダケ＋動詞・述詰句Jに集中している。

f形容詞十ダケ」と比べて、「形容動詞十ダケJの特徴のーっとしては、 f形容詞十ダケ十の

＋名詞j と f形容詞ートダケ十動詞・述語句Jの例が一番多く見られることが挙げられる。その

うち、「好きなだけJr必要なだけ」の例が多くを占めている。「好きなだけj 「必要なだけJは

量を表す場合、（範関提示用法〉とされるのが一般的であるが、「ダケ十である・です・だj 構

文において、一種の感靖として単独の一個体とされるものもあり、〈個体指定用法〉も認めら

れる。従って、上接詩句が閉じ諾葉形態、であっても、文脈上その（対象要素〉がどのような集

合を前捷とし他の要素とどのような意味的関係構成しているかを具体的に分析しなければな

らない。ダケの用法の分化もこの点、で条件付けられていると考えられる。
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